審査論文 群島の思考-Herman Melvilleの"The Encantadas, Enchanted Isles"考 by 佐久間 みかよ & MIKAYO SAKUMA
91
群島の思考－Herman Melville の“The Encantadas, Enchanted Isles”考
The Archipelago Thinks : Herman Melville's “The Encantadas, Enchanted Isles”
Mikayo SAKUMA
和洋女子大学　言語・文学系外国語・外国文学研究室
序論
　Herman MelvilleがGalapagos諸島を初めて訪れたのは、 1841年Acushnet号に乗り、南アメリカから太
平洋を回って行く捕鯨の旅の途中のことであった。彼がこうした形でガラパゴスを訪れることになろうと
は、誰もがかつて予測すらしなかったことであろう。ニューヨークで輸出業を手広く営む父親を亡くして
から、メルヴィルは、おそらく父親が事業に失敗しなければ約束されていた生涯とは異なる道を歩み始め
た。父親の調度などから外国に対する憧れを持っていたメルヴィルの様子は、自伝的要素の強いRedburn
（1849）から窺える。好奇心、未知の世界への憧れを抱いた青年メルヴィルは、ガラパゴスという奇怪
な島に遭遇することになる。
　ガラパゴスの名は、Charles Darwinの名と共に言及されることが多い。自然科学者のチャールズ・ダー
ウィンがビークル号に船長客扱いとして乗り込み、ガラパゴス島に到着したのは、1835年のことである。
この時、孤絶した環境にある島という自然条件で暮らす多くの生物を観察する。とりわけフィンチという
鳥の嘴を観察し、その後進化論へとつながる考察をしたことは、人口に膾炙している話である。ダーウィ
ンはこの時の旅の様子をThe Voyage of the Beagle（1839）としてまとめる。メルヴィルは1843年に軍
艦ユナイテッド・ステーツ号に乗り込むが、この船のライブラリーには『ビーグル号航海記』が置かれて
いた（Parker 267）。
　アメリカとイギリスという遠く離れた地に住みながら、メルヴィルとダーウィンの軌跡は、ガラパゴス
という太平洋上の孤独な群島で交点を持つこととなる。互いに会うことなどなかった二人には、文学と科
学という違った分野ではありながら、この群島を見る視点にある共通点が見いだせる。それは、島をひと
つの宇宙とみて、そこから新たな自然界を提示しているところである。メルヴィルが島を小世界と捉える
ことにより、そこで人間の立つべき位置をどのように考察したかみていきたい。そうすることで、19世
紀において島が比喩形象として如何なる思考を人間に与える契機となったかを考察したい。島を比喩とす
ることで、人々の思考をより統合的な自然観へと向かわせる役割を果たした点、そしてその一方で、植民
地主義的思考を無意識に許容させるものであったというパラドッックスも孕んでいたことを示唆できれば
と思う。本稿では自然科学観と文明観の交流という観点で、メルヴィルの“The Encantadas, Enchanted 
Isles”（以下「エンカンタダス」）における島の表象ついて論じていく。
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１．分類学的思考
　ダーウィンの描くガラパゴス諸島に比べる時、メルヴィルの描くガラパゴス諸島は、あえて分類を拒否
しようという意図の窺える記述がある。18世紀スウェーデンのLinneが生物の分類体系を築いて以来、生
物を人間の立場から分類、整理しようという傾向が生まれたといえる。この分類は動物、植物、鉱物が中
心であったが、19世紀になると人種の考え方とも結びついてくる。人為的な分類に階層構造を結びつけ
ていけば、この考え方の延長線上に、人種差別と植民地の支配・非支配を結びつけるのはそれほど困難な
ことではない。メルヴィルは、作家となるきっかけとなった、南洋諸島での冒険譚を描いたTypee（1846）
で、早くも、未開の島に対する植民地支配の不当性を訴えていた。
　Denise Tanyolは、「エンカンタダス」におけるメルヴィルの自然観に注目し、その描写において“the 
marvels of the world are not to be easily mapped, counted, and classiﬁ ed”と述べ、分類学の目指すところ
に疑問を呈するような描写をしていることを指摘している。確かに、メルヴィルの島の記述は、神秘化と
曖昧化により、どこにも分類できない地点をめざそうとしているように思われる。
　メルヴィルは、軍艦の書架にあった『ビーグル号航海記』を、進化論的な思考を経て世界を考察してい
る（Kelley 139-140）、といわれるMardi（1849）執筆の際に手に入れている（Parker 499）。この後も
メルヴィルのダーウィンへの興味は続いたと思われる。ダーウィンは、やがて進化論を発表し、自然を「選
択」という概念のもとに説明していく。ダーウィンの進化論は、ダーウィン自身の意図とは違った形で援
用されていく面もあるが、メルヴィルは世に広まる「進化」という考え方自体に疑問を呈する（佐久間　
292）。こうした自然観および、人間観の原点は、南海諸島で原始的社会を観察できた経験によるところ
が多いと思われる。同じように舞台を島にとったTypee（1846）の冒険譚からMardiの寓話譚への推移を
見る時、原始社会を通して、近代社会を見る視点を身につけたメルヴィルの思考の深化を指摘することが
できよう。その延長線上に、「エンカンタダス」はあると位置づけられる。
　分類学の上に成り立つ進化論、そして、同時に進行する植民地活動の双方を批判的に捉える視点から島
の様子を描く時、この作品における神秘化と曖昧化による自然描写が生まれたと考えられるのではないだ
ろうか。分類学がもたらした成果のなかには、人為的な生物の見方という側面もある。人為的に物事を整
理することは、地図作成においても指摘出来る点である。ダーウィンが乗ったビーグル号は決して自然観
察のためだけの船ではなく、英国海軍のため南アメリカの海岸線の地図作製という任務も負っていた。ガ
ラパゴス島もこうして地図の上に記載されることで、船の寄港地としての役割を負っていくのである。
　メルヴィルたちが、ガラパゴス島を訪れるのも、太平洋を航海する際の水などの補給のためである。し
かし、ここを訪れたメルヴィルは、島自体のうち捨てられた様子に驚きを隠せなかった。それはガラパゴ
スを舞台にしたこの作品のタイトルが「エンカンタダス」とされていることから察せられる。海洋航海と
軍事、そしてそれに続く植民地政策が切り結び、ガラパゴスという太平洋の孤島が地図上で重要な拠点と
して記されていくことになる。そうした経緯をメルヴィルの捉え方からみていく。
２．ガラパゴス島－その命名と地図作成
　メルヴィルはガラパゴスでの体験をもとに物語化する際に、命名にかなり気を配ったと思われる。原題
のThe Encantadas は、この島の呼び名であり、スペイン語で「魅惑の島」を意味する。しかし、物語が
はじまるとこの島は、その形容詞とは裏腹に地獄の業火をくぐったような様相の島であることが示される。
さらにこの島には別称があり、やはりスペイン語で亀を意味するGallipagosでもあると説明される。この
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島にいる亀たちは巨大であり、このあたりを航海する船長が死んで亀に変身したという言い伝えも紹介さ
れる。南海の孤島は、Typeeの時の島の描写を覚えている者には、緑あふれる南洋の島という印象とは対
局の、暗い悄然とした様子が描写される（Piazza Tales 128-29、以下PT）。
　しかし、そんな島も西洋人にとって決して無価値ではなかったことがわかる。この島の様子を捉えるべ
く、地図と個々の島の命名が行なわれていくことが説明される。Thomasによれば、メルヴィルは、この
作品を書くにあたって、様々な文献にあたり、それを自分の体験と混交させる形をとった。たとえば、こ
の諸島の歴史について、1670年ころに遡って、水先案内人のJuan Fernandesが発見したと説明する。当時、
南アメリカの南端から太平洋へと航行する際、寄港地もなく多くの危険があったとされた。そのため、船
は南アメリカの海岸線に沿って航行していたが、ある時冒険心あふれるFernandesがそれまでとは逆の航
路をとって発見したと記している（PT 139）。そしてこの後、島の命名がはじまる。最初はスペイン系の
名前であった島が、次に来たものによって違った名を冠される時がある。17世紀から19世紀の海洋進出
の覇権がスペインからイギリスへと変遷したことをあらわすかのように、島の名もスペイン名からイギリ
ス名へと換えられた。Idrovoが詳細に記述したガラパゴスの歴史と、その地図を比べると、メルヴィルは
1684年に作られたCowleyによるものを使っていると思われる。メルヴィルがこの作品を書くのは、さき
にも述べたように、ダーウィンの『ビーグル号航海記』を読んだ後のことになるので、巷に広がったダー
ウィンの頃の地図とは違った古い地図をあえて使っていることになる。実際、ガラパゴスについて記述の
あるものとして、作品には以下のように紹介される。“Here be it said that you have but three eye-witness 
authorities worth mentioning to touching the Enchanted Isles : --Cowley, the buccaneer（1684）; 
Colnett, the whaling-ground explorer（1793）; Porter, the post captain（1813）.”　博物学者ダーウィン
のものより、150年前の海賊カウリーの地図を用いて、メルヴィルは、現在と過去の狭間へと読者を誘う。
そこには分類学の最先端にいると思われるダーウィンへの批判もこめられている。これ以外の記述をメル
ヴィルは、“Other than these you have but barren, bootless allusions from some few passing voyagers or 
compilers”（143）として、Franklinも指摘するように不毛で無駄なものと片付けているのである。
　ここで注目すべきは、Norfork Islandという名の島である。この島は、カウリーの地図に登場して以来、
他の地図からは姿を消してしまうのである。しかし、メルヴィルはこの名の島を舞台に興味深いストーリー
を展開するのである。
　メルヴィルがガラパゴス諸島を舞台に物語を展開する意図は、南洋諸島の航海記の意味もあった初期の
Typeeとは違い、あえて当時進行する海洋諸島の可視化、そしてそのあとに続く植民地化への批判がこめ
られていると考えられる。南洋諸島の可視化は、知識の増大だけではなく、19世紀では植民地化に直結
したのだ。Carolyn L. Karcher が Shadow Over the Promised Landで、メルヴィルの描くアイロニカルな
ストーリーにこめられた西洋文明批判の要素を看破して以来、その作品の活発な再解釈が行われているが、
「エンカンタダス」にもそうした文明批判の要素がちりばめられているのである。
　メルヴィルは、この島の所在と命名を一旦曖昧化し、その上で、ポーター船長の率いる軍艦エセックス
号がガラパゴス諸島付近で実際に体験した不思議な出来事を紹介し、いくつかの島のエピソ̶ドへとス
トーリーを展開していくのである。なかでもストーリー性の高いBarrington Isle、Charles’ Isle、Norfolk 
Isle、Hood’ s Isleのエピソードを検証したい。
94　和洋女子大学紀要　第51集
３．バーリントン島：海賊の島
　南海の無人の諸島にたどり着いた海賊たちは、「航行上、補給と休息、そのほか船員たちの必要を満た
すのに適しているバーリントン島に立ち寄る」と記される。その島は「食料としてよい亀、燃料によい植
物、自然の散歩道、景観の良さ」（145）を持つと特徴づけて書かれる。スケッッチ１でなされた孤絶し
た島の様子とは、ひと味違う島の様子であるが、これはあくまで人間の視点で捉えた島の特性を書いてい
るにすぎない。メルヴィルは、スケッチ１で描いたのは、住む人のいない、原始的な諸島としてのガラパ
ゴスであった。
It is deemed a fit type of all-forsaken overthrow, that the jackal should den in the wastes of weedy 
Babylon; but the Encantadas refuse to harbor even the outcasts of the beasts. Man and wolf alike disown 
them. Little but reptile life is here found:--tortoises, lizards, immense spiders, snakes, and that strangest 
anomaly of outlandish nature, the iguana. No voice, no low howl is heard; the chief sound of life here is a 
hiss.（PT 126-27）
島全体が地獄の業火に焼かれたような暗黒の世界であり、そこに住むものの大半は、両性類で、とりわけ
奇怪な様相のイグアナであるという語りからはじまる。両性類の出すシュー、シューという音以外なんの
音もない無音の世界にも、寄港地として立ち寄る人間たちによって血なまぐさい騒音が持ち込まれる。文
明社会が克服したはずの非道な行いの痕跡を語り手は見つける。捨てられた短剣や短刀を見いだした語り
手は、そのすぐ近くに、ガラスの破片を見いだす。語り手は、これはスペイン人たちがワインやピスコを
飲むグラスであると述べるのである。そこから想像される光景は、殺人や強盗を行なったその手で、酒を
飲み酔って騒ぐ海賊たちの姿である。殺戮と酔狂とその果ての遺棄の歴史を抑制した言葉が紡ぎ出してい
る。しかし、語り手はここで話を止めることなく次のような一節を加える。
Could it be possible, that they robbed and murdered one day, revelled the next, and rested themselves by 
turning meditative philosophers, rural poets, and seat-builders on the third?　Not very improbable, after 
all. For consider the vacillations of a man. Still strange as it may seem, I must also abide by the more 
charitable thought; namely that among these adventures were some gentlemanly, companionable souls, 
capable of genuine tranquility and virtue.（PT 146 ）
殺戮のあとの響宴、そしてそのあと哲学者と詩人が生まれるとする下りは、人間の歴史がもつ二重性を映
し出している。メルヴィルが描く海賊たちの島は、そのまま西洋文明の成り立ちと重複することをアイロ
ニカルに、そして近代市民社会が辿った負の歴史として凝縮し悲劇的に再現しているのである。
４．チャールズ島と植民者
　海賊たちは一時の停泊者だが、この島に定住しようとする者もあらわれた。しかし、それも長続きせず、
結局ここに住み着くことができたのは、動物たちであったといえる。自然選択の結果、取り残されたもの
たちが唯一住むことができたのが、外界から隔絶された島であったのだ。進化する生物界の法則と逆の出
来事が展開しているような様相を呈しているのが、この島の実相である。ここに住み着くことができた動
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物たちも、やはり通常とは違った様相のものであると語られる。ガラパゴスに住むものたちとは、亀、ペ
ンギン、ペリカンといった種であり、これらをメルヴィルは、生物界のはぐれものとして描写する。
That these tortoises are the victims of a penal, or malignant, or perhaps a downright diabolical enchanter, 
seems in nothing more likely than in that strange infatuation of hopeless toil which so often possesses 
them. I have known them in their journeyings ram themselves heroically against rocks, and long abide 
there, nudging, wriggling, wedging, in order to displace them, and so hold on their inﬂ exible path. Their 
crowing curse is their drudging impulse to straightforwardness in a belittled world.（132）
はぐれものたちが一途にやってきたのが、このガラパゴスであったという下りは、アメリカに向かってやっ
てくる、様々な迫害から逃れようとした移民者たちを思わせはしないだろうか。とりわけペンギンに関し
ては、魚でもなく、鳥でもなく、その曖昧さは他に比するものがないとする。神もその醜さを隠すために
こんな孤絶した島に連れて来たのかもしれないとメルヴィルは述べる。メルヴィルはこれらの生き物に
penitentという形容詞を使い、罪を悔いているようにさえみえる、と人間を描写する感覚を持ってみてい
るのである。
　こうした動物たちと平行して展開するのが、人間による植民の物語である。それは動物たちの物語をな
ぞるようにしながら、最終的にはこの地を離れていってしまうというストーリーがスケッチ７以降で展開
していく。
　スケッチ７では、この地に植民しようとやって来た人々の失敗の記録が書かれる。ガラパゴス諸島は、
発見されて以来、ペルーが所有権を有していた。しかし、ペルーがスペインから独立する際に、報奨金が
不足し、貢献した者の報いとしてこの地の所有権を割譲することになった経緯が語られる。メキシコ戦争
以降、中南米への視線が次第に高まりつつあるとはいえ、まだまだ国内に一般の目が向いていた時、メル
ヴィルが中南米事情にも興味を抱いているこうした記述は注目すべきものといえる。こうした経緯で所有
権を得たあるクレオールが80名ほどの男女を引き連れて移住してくる。注目すべきは、この移住の指導
者は自分を守る軍団を犬で組織したことである。その後この指導者は独裁制を敷き、反逆者たちを処刑し
ていく。中世の独裁君主を思わせる政治が展開する。しかし、その独裁制も反逆者たちによって倒され、
指導者はペルーへと逃げ落ちていくのである。アメリカがその植民地の歴史で経験したように、ピューリ
タンたちのような規律ある集団以外の植民が困難であったことを、自国の歴史ともひき比べ、メルヴィル
は、“The history of the king Charles’ Island furnished another illustration of the diﬃ  culty of colonizing 
barren islands with unprincipled pilgrims”（PT 149）と書いている。
　メルヴィルが次第にアメリカの民主主義に疑問を抱くようになったことは批評家たちに指摘されている
が（Berthold 150）、 こ こ で も そ の 疑 問 が 述 べ ら れ る。 か つ てHawthorneが“My Kinsman, Major 
Molineaux”で独立戦争前夜の革命派の人々を暴徒のように描いていたことが想起される。メルヴィルはこ
こで民主政治が陥る危険のある不気味な側面をその後の顛末を語ることで次のように表現する。
[T]he insurgents had confederated themselves into a democracy neither Grecian, Roman, nor American. 
Nay, it was no democracy at all, but a permanent Riotocracy, which glorified in having no law but 
lawlessness. Great inducements being offered to deserters, their ranks were swelled by accessions of 
scamps from every ship which touched their shores. Charles’ Island was proclaimed the asylum of the 
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oppressed of all shores.（PT 149）
無法地帯となった共和制の恐ろしい姿を描くメルヴィルは、アメリカの政治自体にも疑問を呈していると
思われる。とりわけジャクソンによる民主政治を経験したメルヴィルが抱いた政治への不信を思えば、こ
の記述は架空の不安ではなく、アメリカの民主政治への危惧ととることも可能である。圧政や自由を奪わ
れた者たちの避難所としてのアメリカという意識は、アメリカ人の中で20世紀になりさらに強くなると
思われるが、19世紀半ばから急速に増える移民を前にしたメルヴィルが法の支配による国家の重要性を
説いている点は興味深い。このテーマは、のちに遺作となったBilly-Buddでさらに深められていくのであ
る。実際の投票にはいくことがないことで悪名高かったメルヴィルだが、政治自体、とりわけ民主主義へ
の疑問と批判は作品を通じて常に読者に投げかけられていた。
５．ノーフォーク島と寡婦
　 ノーフォーク島のことを扱ったSketch ７は、海賊や船長の体験談という出典をもとに創作した他の章
とは違い、メルヴィル自身の創作の部分が大きい。Sattelmeyerが出典とすべきストーリーを指摘してい
るが、それらはガラパゴスのものでなく、場所を移しての創作となっている。その分メルヴィルの自由な
想像力とおそらくは彼の記憶を辿った島の風景が渾然となり展開している。先に述べた17世紀の地図以
来、名前を消したノーフォーク島に辿りついた夫婦とその弟の悲惨な運命が綴られたこのスケッチは、こ
の短編のなかでも際立った悲劇的要素を含んだ展開になっている。
　この話自体は、チャールズ島の北西にあるノーフォーク島のあたりを航海していた語り手の船が、ハン
カチが振られているのを見つけ、そこで遭難生活を送っていた寡婦Hunillaを助け出し、彼女の辿った人
生を語るという形式になっている。ウニイャはチョーラと呼ばれるスペイン人とインディオの混血の女性
で、この物語のなかではじめてインディオの血をひくものが現れる。彼女の夫Felipeはスペンン人の血を
ひく白人であり、弟Truxillはインディアンであるとされ、南米の現地人とスペイン人とが混交する人種構
成を映し出す設定になっている。彼らがフランス船と亀をとる契約をしてノーフォーク島にやってくる。
しかし、カタマランという筏をつくり漁に出たフィリペとトルクシルが遭難してしまう。トルクシルは行
方不明になり、フィリペの死体だけが流れ着くのである。取り残されたウニイャを救ったのは、瓢箪に含
まれる水と亀、そして連れて来た二匹の犬から増えた子犬であったのだ。この付近で漂流したとされるロ
ビンソン・クルーソーの話さながら孤島で取り残された生活を余儀なくされる。ウニイャは葦の茎で時を
刻んで時間の経過を記憶したが、ある理由からやめてしまった。そしてその理由を言うのを拒むのである。
ウニイャが語ろうとしないことには、おそらく立ち寄った船からの略奪、狼藉などが察することができる
が、それも彼女の沈黙から想像するしかない。ついにウニイャは助けられた船に乗りペルーに帰るが、そ
の時、増えた犬たちを連れて行くことができず取り残していくという物語である。
　インディオとスペイン人、そして彼らの遭難の原因を作った無責任なフランス人の船、食料にされる亀、
友としてそばにいながら見捨てられる犬̶そのストーリーからは、人間と動物そして、様々な人種が交流
した南米の計り知れぬ歴史が語られる。ここで特徴的なことは、ウニイャの困難な出来事を聞いた語り手
が彼女の運命をfeline（猫の）運命と呼んでいることである。ガラパゴスという島に辿りついた者の運命
を述べるにあたって、ギリシア神話など古典的な比喩を用いるより、動物と同じ運命あるいは、“[d]ire 
sight it is to see some silken beast long dally with a golden lizard ere she devour”（156）とし、Sternの
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指摘するように自然界の厳しい生存状況を人間の運命と結びつけて述べるのである（16）。
　物語の後半近くで語られるのは、犬をおいて島を去るウニイャの様子である。増えた犬すべてを連れて
行くことは出来ず、二匹だけ抱えて残りの犬を置き去りにしなければならない。ウニイャの様子は、“She 
seemed as one, who having experienced the sharpest of mortal pangs, was henceforth content to have all 
lesser heart-stings riven, one by one”と語られ、感情を少しずつ押し殺していく様が描写される。残され
た犬たちは、声としかいいようのない音を発し、後を追うように近づきながらも、島に留まる様子を見せ
る。人間と動物の運命が分かれて行く様をメルヴィルは感傷的に、かつ冷静に描いている。ペルーのパイ
タに着き船員たちと別れ一人で旅立って行くウニイャの姿でこの物語は終わる。 “The last seen of lone 
Hunilla she was passing into Payta town, riding upon a small gray ass; and before her on the ass’s 
shoulders, she eyed the jointed workings of the beast’s armorial cross”（162）. ロバに乗ったウニイャが、
見つめるのは、ロバが動くたびに出来る関節のあたりの十字架の形であったと締めくくる。ここには人間
と動物の運命をすべて見通す神の存在が示唆されている。神と人間と動物の相互の交渉の結果として自然
は真の姿をあらわすのである（Franklin 205-６）。ここにメルヴィルの自然観があらわれていると思われ
る。ダーウィンの進化論には懐疑的であるメルヴィルだが、自然の運命にしたがっていく人間と動物の姿
は、進化という言葉が19世紀アメリカで肯定的に解釈されたのとは違った方向に捉えていることが示唆
されている。自然条件が生物の運命を決めていくというダーウィンの自然選択の本来の意味に近いものを
みてとることもできよう。メルヴィルは自然の中に生きる人間と動物の姿を、ガラパゴスという島を舞台
にすることでミクロの世界として捉えている。では、その自然観についてさらに最後のスケッチ９、“Hood’s 
Isle and the Hermit Oberlus”でみていきたい。
６．フード島とヨーロッパからの植民者
　スケッチ１にあるようにガラパゴスという厳しい自然のなかで暮らせるのは、打ち捨てられたような動
物たちだけであった。そこに貪欲に挑戦していった男の顛末から示される居住不能の島の意味ついて考察
したい。
　スケッチ ９では、あるヨーロッパ人がフード島で置き去りにされ、ここで生きていくことを余儀なく
された話である。ウニイャの場合と違い、オバーラスと呼ばれるこのヨーロッパ人は、ここに立ち寄る船
と交易し、小金を貯めていく。その容色は、“beast-like; rags insuﬃ  cient to hide his nakedness; . . . He 
struck strangers much as if he were a volcanic creatures thrown up by the same convulsion which 
exploded into sight the isle（PT 163）と描写され、ここに住む生物同様、非常に醜い姿をしている。 そ
のオバーラスが望んだことは、人を支配することであった。立ち寄る船員を捕らえて自分の奴隷にすると
いうものである。この支配欲こそ人間を堕落させるものであった。
Moreover, what is about to be revealed, perhaps will show, the selﬁ sh ambition, or the love of rule for its 
own sake, far from being the peculiar inﬁ rmity of noble minds, is shared by beings which have no minds 
at all. No creatures are so selﬁ shly tyrannical as some brutes; as any one who has observed the tenants of 
the pasture must occasionally have observed.（PT 164）
支配するためだけに支配したいという所有欲は、もはや動物的なものであり、それは高貴な精神の逡巡と
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はほど遠いものだとしている。オバーラスはやがて、船員たちを奴隷にして支配権を確立するが、それを
可能にしたのは武器であることが説明される。最終的に、オバーラスは新天地を求めて島を脱出するが、
ペルーに行き牢に繋がれることになる。
　チャールズ島での植民の失敗と同様に、フード島におけるオバーラスの目論みも失敗に終わるが、ここ
で注目すべきは、武器の使用である。より破壊力の大きい武器を手にいれたものが支配するという下りは、
植民地戦争などを通して、侵略の歴史をひもとけば、武器の優劣がその戦局をきめた歴史をなぞるかのよ
うに書かれたものであることがわかる。チャールズ島の植民が、クレオールたちという現地の者を中心に
行なわれたのに対し、フード島はヨーロッパから来たとされるオバーラスによって行なわれている。クレ
オールが犬の軍団を作ったのに対し、オバーラスがあくまで武器に固執したところには、メルヴィルの武
器によるヨーロッパ型植民を批判的に捉えていることが示される。というのも、オバーラスは肉体的・精
神的には圧倒的に弱者であり、そのため武器に頼るからである。しかし、そうした武器による支配もこの
島では、支配者により放棄されるという経緯をたどる。島という小世界を通しながら、人間の欲望とその
ため植民地化される世界の顛末を見据えておこうとするメルヴィルの姿がある。
結論
　『群島－世界論』（2008）を著した今福龍太は、ガラパゴスについて次のように記している。
　南米、エクアドルの西方沖約1000キロ以上の大洋上、赤道直下に点在する大小十九の島といくつもの
岩礁からなるガラパゴス群島は、その立地、景観、生物相、そして太平洋探険史における特別の経緯も相
俟って、すでにある意味で「始源の島」として神話的原型を様々な大衆的、文化的想像力に提供しつづけ
てきた。とりわけこの群島は、「種」speciesという生物学的概念を進化論の射程のもとに確立したチャー
ルズ・ダーウィンの理論の啓示的「発見」をもたらした特権的な場所としてなによりも知られている。ま
さに群島という地勢が、生命体をめぐる「種」という近代の認識概念（後に「人種」raceとして社会学的
な概念に流用されていく）を生み出す母胎となったという事実じたい、私にはきわめて刺激的なことに思
われる。（150-151）
　遥かな海洋に浮かぶ群島の歴史をきわめて印象的にかつ簡潔にまとめつつ、その島が生命と文明を考察
するさいの重要な契機であることを今福の記述は示唆している。しかし、ここで、今福の示唆する思考方
法をさらに逆のベクトルとして進めることが可能であることをメルヴィルの作品は著していると指摘する
ことができるのではないだろうか。人間の歴史とその社会を考える際、孤立した小世界の物語として捉え
ようとしたメルヴィルは、ダーウィンの思想のもう一つの側面をあらわしているからである。メルヴィル
がエンカンタダスで紡ぎ出した孤島に住んだ動物と人間の物語から、大きくは人間と自然の関係、小さく
は文化の交流と衝突の生の姿を再考する鍵が与えられている。動植物の歴史をたどり、生命の起源を考察
するように、人間と自然との交流の歴史から、人間社会のテロスを想定することも可能であろう。群島に
やってきた人間たちがやがて島を去っていくストーリーからは、群島が人間の歴史の痕跡をあらわすもの
としての意味を持っていることが示される。痕跡の意味を解釈する自然科学と文化の交流史は、人間界と
自然との関係を原点にたって教えてくれるものであると同時に、その今後をも予言している姿になってい
る。群島に打ち捨てられたような動物たちが生き延びる姿は、そこを捨て去った人間が選択できたもう一
つの姿でもある。孤立した群島の姿は、最後に残ったものたちを抱擁する姿であり、自然自体の思考その
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ものを表しているとも考えられる。
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